
第１号「いじめゼロ」をめざして
平成２７年１１月１７日発行 陽東中学校生徒指導部

朝晩の冷え込みとともに校庭の木々も色づき始め、秋の気配の深まりを感じるようにな
ってきました 「スポーツの秋 「芸術の秋」などと言われますように、運動部の新人大。 」
会や文化部の各種コンクールではすばらしい成績を収めることができました。さらに「読
書の秋」とも言われますので、秋の深まりとともにますます落ち着き充実した学校生活が
送れることを祈っています。
さて本校では、すべての生徒が安心して学校生活が送れるように「いじめゼロ」を目指

し、生徒の自主的な活動を支援してきました。今回は今年度のこれまでの活動の一部をご
紹介します。なおこれらの取組状況については、陽東中学校ホームページからも発信して
おりますのでぜひご覧ください。

○第１回いじめ根絶集会 【６月３日（水 】）
－いじめをするときの気持ちを考えよう－

いじめをする人の気持ちを漢字一文字で理想のクラスを漢字一文字で表すと、
表すと、 「嫌」 「悪」 「怒」など暗いイメージの「楽 「笑 「絆 「和 「信 「協」など」 」 」 」 」
漢字が多いのですが、理想のクラスでも見明るいイメージの漢字が多かったです。
られた「楽」「笑」などもありました。

【生徒会長のメッセージ】
誰かが楽（らく）したり、楽しんだり

するために別の誰かが悲しむ。そういう
『 』 。楽しさって本当の 楽 なのでしょうか

ちょっとした勇気が、みんなを笑顔にす
、「 、るはずなのに 自分だけ笑っていれば

自分だけ楽しければいいや 」という人。
が多いのは、すごく悲しいことだと思い
ます。ぜひ、みんなで手を取り合って、
全校生徒が楽しい学校生活を送ってほし
いと思っています。

○ＮＨＫいじめを考えるキャンペーン「１００万人の行動宣言」
に全校生徒で参加 【６月３日（水 】）

「100万人の行動宣言」は、いじめにつ
いて自分は何ができるかを一人一人が考
え、学級や友達と話し合い、たくさんの
人が声を上げることで、いじめに対する
学校の空気が変わることを目指していま
す。
帰りの会で全校生徒が専用用紙に一言

メッセージの形で書き込み 「笑顔であ、
いさつをする 「毎日クラス全員に声か」

」「 」けをする 人が傷つく言い方をやめる
「いじめを見て見ぬふりをしない 「自」
分の言った言葉責任を持つ」などが宣言
されました。全校生徒の「わたしの行動
宣言」はＮＨＫのキャンペーンサイトに
掲載されています。ぜひご覧ください。



○校内いじめゼロポスターコンクール 【９月７日（月 】）

夏休みの美術の宿題として選んだ生徒と
美術部員の生徒が、本校からいじめがなく
なることを願って描いた「いじめゼロポス
ター」が５８点集まり、今年度は生徒昇降
口に展示して校内コンクールを実施しまし
た。学年学級委員と生徒会中央委員の生徒
のみなさんと先生方で投票を行い、金賞２
点・銀賞７点が決定しました。金賞は１年
５組堀口莉沙子さんと３年１組山内亜美さ
んです。２人の作品は、宇都宮市教育員会
主催いじめゼロポスターコンクール優秀賞
にも入選しまして、宇都宮市発行の広報誌
やポスターにも掲載されています。

1年5組堀口莉紗子さん 3年1組山内亜美さん

○第２回いじめ根絶集会 【１０月７日（水 】）
『わたしの行動宣言』の振り返り－－

今回の集会は、『 １０ ０万人の行動宣言－わたしの行動宣言－』の振り返りを行いま
した。今年６月に各自で書いた『わたしの行動宣言』を思いだし、達成度とその理由を
考え発表しました。また、次週から新学期を迎えるにあたり、いじめで苦しむ人をなく
すためにも、各自心新たな『新・行動宣言』を考え発表しました。

【生徒会長のメッセージ】
いじめをなくすためには、いじめをし

ている人の意識だけでなく、見て見ぬふ
りをする傍観者でよいという意識を変え
ていくことも必要だと思います。また自
分から助けられなくても、助けを求める
声は出せるはずです。みなさんが今回新
たに誓った行動宣言を心に留めて、陽東
中をいじめのない学校にしていきましょ
う。

○定期的アンケート（イヤな思い調査）と教育相談の実施

本校では、今回ご紹介しました生徒の自主
的な活動以外にも、教職員が生徒とのより良
い人間関係の構築に努めるために、定期的な
アンケート（５月・１０月・１月）や教育相
談（６月・１１月 、毎日の休み時間や昼休）
みの校内巡回、スタンダードダイアリーの活
用など、いじめの未然防止、早期発見に取り
組んでいます。保護者及び地域の皆さまには
今後とも本校教育へのご支援・ご協力をお願
いいたします。


